
JOI プログラム 

第 15 期コーディネーター 

 

秋山 彰 Akira AKIYAMA 

2016 年 8 月～2017 年 7 月 

アイオワ・シスター・ステイツ 

Iowa Sister States 

（アイオワ州 / デモイン） 

 

略歴： 東京都出身。大学、大学院で電気工学を専攻。長年に渡り

外資系企業に勤め、米国、欧州各国、東南アジア、中国、ブラジル

などに出張。米国駐在時代は出産や子育てを経験。現地の小学

校やフェスティバルで日本の紹介も行う。お世話になった米国の

方々へ恩返しの意味も込め、JOI プログラムへの応募を決意。 

大杉 治英 Haruhide OSUGI 

2016 年 8 月～ 

ケント州立大学 

Kent State University 

（オハイオ州 / ケント） 

 

略歴： 大学卒業後、都内にて会計分野のシステムエンジニアとし

て勤務。その後、青年海外協力隊として、中米ベリーズの小学校、

中学校で活動。ICT教育のカリキュラム作成と授業実施。子供達の

知見を広めるため、異文化理解の授業を実施し、その楽しさと重要

性を実感。培った経験を伸ばし、より深いアプローチを実践するた

めに JOI プログラムに応募。 

村田 彩 Aya MURATA 

2016 年 8 月～ 

ヘンドリックス・カレッジ 

Hendrix College 

（アーカンソー州 / コンウェイ） 

 

略歴： 小学校で初めてオーストラリアへのホームステイを経験。

大学では異文化コミュニケーションを専攻し、留学や国際交流活動

を通し文化・宗教を越えた交流の大切さを学ぶ。卒業後、都内のホ

テルで勤務し世界中のゲストを迎え日本文化を発信する中で、さら

に自分が日本と世界の架け橋になりたいと思い JOI への応募を決

意。 



山本 亜衣理 Airi YAMAMOTO 

2016 年 8 月～ 

マーレイ州立大学 

Murray State University 

（ケンタッキー州 / マーレイ） 

 

略歴： 大学・大学院で教育学を専攻。小学校外国語活動を研究、

院生時にカナダとオーストラリアへ留学。高校教諭（英語科）・小学

校教諭を経験し、日本とアメリカの教育現場の橋渡しとなりたいと

考え JOI に応募。本やメディアだけでは学ぶことのできない生きた

日本文化を体験的な活動を通して伝えることを目指す。 

 


